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昭和56年5月15日第73号○FFSHORE昭和52年7月21日第三種郵便物認可

ヨットレースの極限を求めて
シリーズ'81実行委員会委員長松田榮夫

スポーツというものはやればやるほど難しく，極限しかし関西・関東の親交を進め，お互いの理解を深
が深ければ深いものほど面白いといわれる。め，来年はもっとやろうと心を共に出来たことはシリ
小型艇は別としてヨット後進国といわれ，学生ヨシ－ズ最大の収穫である。
卜と一部高所得層の趣味者との結婚といわれてきた日レース結果についてはヨットレースの定石を忘れ，
本のヨットも，西欧的発展過程とは全く別の道ではあ一人別に突っ走ったり，ルールすれすれをやる小型出
るが，着々 と世界の水準に近付きつつある。のレーサーや，売らんかなのスタンドプレーヤーの艇
ヨットレースの極限は何といってもアメリカンカッは緒戦で消え,1レース1レースを大切に安全着実に
プであり,12ﾒー ﾄﾙは科学とｽｷﾙの粋,経済力の集ポｲﾝﾄを上げた艇力摂勝1位より3位までを占め
中度,1チーム125万ドルのレースとしてこれに出るたことはまことに嬉しく，ヨットレース本来の姿を見
ものはないが，このレースは二杯だけのスクラッチレせてくれた彼等を祝福したい。
一スであり，しかも三角レースだけである点，本来のまた，ホストヨットクラブシーボニアが社始まって
ヨットレース（大はティクリッパーのクルーズレース）以来の,努力と歓迎を示し,主催者の面目を維持出来た
のような壮大さに欠ける。ことに感謝したい｡
この点アドミラル．サザンクロス.SORCはあら最後に我々 ビッグボートのオーナーは次のことを申
ゆるビッグボートを集めてクリッパーの歴史を継いだし合わせて散会した。

総合レースの極限ということが出来る。日本でも何時1．ビッグボートオーナー会議をオルガナイズし，各
の日かこの種のレースを主催出来るヨット先進国の仲艇の親睦を深めると同時に技量を_上げ，世界レー
間入りをしたいものである。スにも挑戦する。
日本でもささやかながら過去2回アドミラルに艇を2．ビッグボートオーナー会議は資金面，運用面で常
出し，皆個人の力でサザンクロスやSORCに参加し時自主独立であり,NORCに公認されると同時
て来たが，今年からはこれらの艇をNORCの公認のにNORCを小さな政府として利用してゆく。
下にオルガナイズし，この3月第1回（レースとして3．ビッグボートオーナー会議は安全対策に最も留意
は3度目）の選抜レースを相模湾で行なった。し，神風レジャーといわれないためにも最初の企
レースは全く天候に恵まれず4レース予定した三角画に囚われず，安全を期し，官製の安全規則も大
も，3レース，4レースは春一番に災いされて出来ず，切だが，真の安全に力を入れ，新鋭機器の採用，
参加者にとって腹一杯レースを楽しめなかった無念を安全情報の交換を積極的に行なう。
残し，来年のレース,は期日の選定がシリーズ運営の最なお，期間中落水事故にあわれた方に対し，実行委
大の要素であることを全員に認識せしめた。員全員衷心より哀悼の意を表し御冥福をお祈りする。

へ

計に二
へジャパン・ビッグボート・シリーズ'81レース成績表

lT．C，F’ 総
一
癖

Rat

(ft)
所属
フリート

オーナー名艇種名登録NC 艇
順位

45％1

432

423

414

40％5

386

337

318

29％9

2610

1811

1412

1013

814

油壺

シーボニア

西の宮

西の宮

五ケ所

シーボニア

シーボニア

東海

油壷

シーボニア

シーボニア

シーボニア

西の宮

横浜

４
３
７
４
４
８
４
７
６
８
３
２
７
１

１
２
５
１
５
４
７
９
８
４
３
９
２
３

１
１
２
１
８
２
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３
０
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３
０
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７
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８
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８
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０
０
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０
０
０
０
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０
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９
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０
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０
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０
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３
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３
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３
２

並木

砂田
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佐々木
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野村
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月光Ⅵ

光
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朝，弓
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垂 柱＝
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FuJIm

NoMIm

|EXPLORER

KIH39

TAK40

KIH42

HOL41

DUB37

DOU42

HOL44

DOU43

YOK40

S＆S44

T＆P44

FRE45

DOU421

HAY341
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ｌ
ｌ
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ｌ
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Ｒ
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ｉ
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Ｒ
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９
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０
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０
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３
２
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３
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２
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3月14日0800

1所霧時間|着|修正時間名

第1レースマーク回航順位（修正）

能弐｜“lマーク第2マーク第3マーク第1マーク第3マーク 第1マーク
(フィニ･ｿｼｭ）

lマーク 第2マーク 着
順

第3マーク 第1マーク 第3マーク

柱
Ｅ
ｌ
Ｌ
ｌ
ＰＰ
７

Ａ

艇
Ｄ
’
Ｇ
Ｎ

．
Ｉ
Ｉ

｜
雲
Ｂ
Ｖ

名 所湧時間 修正時間 ｲ皇占
0．4〃111
ｲ皇占
0．4〃111

1 U－ －U－ U－－U－ －U－ U 仰
一
回
一
ｍ

2．42．53 3 14％2．11，42

に
V～2

B～=V- v､ =B- B
2．39．41 2．15．18 131

B一 －V一 ~B-３ B一へ
〆一R､」一V 2．42．18 212．16．17 |膨

A１
=RZA

､V一利PH-A~ 2．48．43 ７ 2．17．02 11

R一 －AR一 Ｒ
Ｈ
一

×ひ

A－ア マA 2．54．54 2．17．2110 10

5 RD~ H/ ､RH H
2，47．38 4 2．18．15 9

~FT=~RD-7
-RD､ /K- －K KO-TERU-TERU(K) 2．47．39 5 2．18．25

LL

8

弾
N8 NK /T Y－ －Y‐ V

裕 明

TOGOⅦ

月光Ⅵ

RODEMⅥ

⑭
一
ｍ
｜
⑥
。
｜
咽

2．49，51 2.20.058 7

Y－ユ －－V一、
吾ノ

９ Y－
/N~=T －TY 2．52．59 9 2.20,21 6

=TZ, T一

篝 ~N､10 XPG /G 2．58．00 2，24．2511 5

梺癸､､RD-
11 -K一ラア －RDララ

／
一 RD 2．48．29 6 ？ワ月，7ｰローレ■ｰ0 4

K一 ､G/ ､G '-,／
口 ､N|膨

NOMIm (N) 3．02．48 ３2．32．1313

E E13 －E E －E－ E EXPLORER(E) 3．13．23 14 2．35，18 2へ

141F
戸

F F F F FUJIⅢ (F)'3．02．25 2，36．4312 1

1．31．37’

一

一

－

一

－

2．33．56

’

L
へ

第5レースマーク回航順位（修正） 3月21日0800

順
位
初島
(9()｡）

大島竜王崎
（0。）

着
順

艇 名

月光Ⅵ（G）

フイニッンュ 所要時間 修正時間 得点

T一1

ﾃ;＝
ﾉ、

/G 28％16．48．41 13.38.26〕

巽

B,<２
KO-TERU-TERU(K) 116.32.35 13.39.34 26

A､>３ K rOGOⅦ

光

ｍ
’
㈹

16.51.58 13.41.061 24

､HG､4
17.01.12 13.49.316 22

5 R
R/R ROCINANTE(R) 16．53．43 5 13.56.06 20

A/ ､､G//Z6 BIGAPPLE(B) 16.32.52 ２ 14.01.21 18

､RZ ､A７ Ｎ
ｌ
Ｖ

朝烏 (A1 17.54.40
奇

14,04.02 16

~N､8 /Y 裕

VIND

明
－
７

ｍ
ｌ
Ｍ

18．19．54 15．07．11 1410

Ⅳ －V 全V9
18.07.51 9 15．13．28 12

10 RD－ 一RD X/F FUJIⅢ (F） 18.05.13 8 15.32.25 10

v／

＝す差
F～11 RD RODEMⅥ

NOMIⅢ

㈹
｜
伽

19.16,54 11 16.38.45 8

Y一 ､N12
20.26.44 12 17.01.30 6

蕾 柱＝

EXPLORER

仰
一
個

DNC 2

2DNC

(9）

第2レースマーク回航順位（修正）3月14日1230

順
位

I

2

３

4

5

6

７

8

9

10

第1－マーク

Uへ

V1

BlI
T,Y

一唾｝ －K－

H'ノ

K7
【1

第2マーク

／A－
〃凸ﾛ｣－

外U－
／，K、

A､/RD、

X、Y一．
斗E一

第3マーク

－A－

－H～

一一一U一

一G-一一

一Y～
『､

一正ゴー～
、RD－－

第1マーク

~～

一一三

第3マーク

可一

二一

－

第1マーク

(ﾌｨﾆｯｼｭ）

－A

一一一U

.一一一G

－－H

－R

－K

一V

一一RD

～Y

艇名

朝烏（A）

雲柱（U

月光Ⅵ（G）

TOGOⅦ（T）

光（H）

ROCINANTE（R）

KO-TERU-TERU（K）

VIND7（V）

ROI〕EMⅥ（RD）

裕明（Y）

所導時間

1．56．27

1．53．1［

1，54．49

1．55，14

1．55．35

1．54，24

1．55．04

1．55．45

1．53．31

1．59，14

着
順

9

4

6

7

３

5

8

2

11

修正時間

1．31．27

1．33．09

1．33．30

1．33．53

1．34．21

1．35．00

1，37．11

1．37‘59

1．38．20

f昼占

14％

二
吃

11

10

9

8

７

6

5

11

1，

1乙

1q
上』

-急ヱ
F〆

NOMIⅢ（N） DNC 1

班F～ 一V一

利:≦
－F－

－B－ l

B
l BIGAPPLE（B） 1q

八J 2．10．26
’
２

～E

－F

EXPLORER（E）

FUJIⅢ（F）

2．03．15

1．58．20

qn

l乙

10

1.38.58

1．41．40

4

３
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総合優勝の<11光Ⅵ〉

ビッグボート・レースに優勝して
並木茂士

りで出ましたが，やはり大幅に下位の10位でした。第

2レースに入って，多少クロズホールの走りが良くな

り，上位進出に望みが持てるようになりました。しか

し，第3，第4レースはノー・レース，第5レースは

それまで第1位で絶対本命のく雲柱〉が船体事故のた

めレースに出場出来ず，全艇に優勝のチャンスがおと

ずれ，我々は初島から大島まではまあまあの走りでし

たが，大島廻航以後の上りレグ,No.3JIBと2ポイ

ント（この組み合わせが最高）で一気に上位でフイニ
ッシュ。1分前後の差で優勝でき心から喜んでおります。

昨年夏以後のく雲柱〉の走りはすごく，佐々木オー
ナーおよびクルーの皆様には本当にお気の毒に思って

おります。一日も早くあの勇姿を見せて下さい。

第4レースに関して，亡くなられたくエクスプロー

ラー〉の清水君の冥福をお祈り致します。我々がスタ
ート海面に到達した時，あまりにも風波が強く，風_ヒ

ヘスタートができないと判断し，我々は独自で引き返

えしましたが，途中，スタートラインに向うくエクス

プローラー〉とすれ違い，あれが我々 の見た最後の清
水君だと思うと本当に残念でなりません。

1979年のアドミラルズ・カップに向けて国内予選を

関西ヨットクラブが主体になり，西宮およびサントピ

アで開催され，これに当初は半分ヒヤカシのつもりで

の参加が，いつのまにかアドミラルズ・カップの代表

艇の一つになり，急ぎ新艇を木原氏に頼み，2カ月足
らずで完成，レースにノゾミました。

このレースが口火となり，私達と関西のオーナー諸

兄と話し合い，昨年春，サントピアマリーナ主催のビ

ッグボート・レースが開かれ，幸いく月光〉六世が優

勝しました。その折，2回開催されたのにもかかわら

ず，関東からの参加が少なく，次回はぜひ関東で開き

たいとの大儀見氏等,NORCの幹部諸氏の熱望によ

り，本年は3月14日,151=1,21日,22日に相模湾で開

かれ我々のく月光〉六世が連勝させていただきました。

我々としては当時のコンディションは決して良くな

く，私をはじめクルーのほとんどが本年最初のレース

であり，また，艇のチューニングに至ってはマスト・

ステップが35mmも移動していたのにも気付かず，以前

の良く走った時のセール・カーブが出ず，戸叶君を悩

ませました。実際のところ，第1レースを練習のつも

須堅

(10)
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乞う御期待.／〈光〉

あれよあれよという間にシリーズは終わってしまっ

た……正直な実感はこんなところである。何しろ進水
から第1レースの間には，ウイークエンドは二回だけ

しか廻って来なかったのだ。気持は高ぶったままで，
オロオロ，あたふたしてる間に，僅かな時間は瞬く間

に過ぎてしまい，本番が来てしまった。

結果は各レースを4位，5位，4位と余り目立たな
い謙虚な位置につけて，可もなく不可もないところで

あったと思う。それでいて総合2位とはいささか出来

過ぎて面映ゆい。だが，各艇の累係得点をよく見れば

上位はまさに一点きざみの大接戦であり，あらためて
恐しい世界に仲間入りをしてしまったなと，震えが来
てしまう。

これからもこのキビシーイところに留まる限りには

それなりの覚悟が必要なようで，この意味では今回の

シリーズレースに参加して大変な勉強をさせていただ
いた。

いろいろと沢山あるけれど，何といっても最大なと

ころは乗り組み員のレベルの問題であろう。当たり前
の事だが，ちょっとしたヘッディングミスやセールハ

ンドリングのもたつきが，てき面に成績にひびいて来る。

他艇のクルーの意気込みを見て，また，実際の動きを
見せつけられて，このあたりは身に染みて痛感せざる
を得なかった。

今やく光〉チームは，結成以来早くもマルマル三年
目に入り，この間，限りなく優しいオーナーとスキッ

パーに慈しまれて，チーム全員力彊雅にしてひょっと

したら軟弱。仲良き事最高にしてひょっとしたら甘っ

服部一良

たれのオンブにダッコ。いわば温室育ちの気構えから

してヒョロヒョロに成り果てたきらいが否めないよう
である。

したがって，当チームは艇をすべらすのは艇のポテ

ンシャルやセールの良否ウンヌンはさておいて，所詮
は人であるとの大原則を今さらにして恥ずかしいのだ

が，徹底的に再認識させて，チームカラーをナカヨシ

クラブから戦闘要員集団に大変身させるために，思い
きった大英|析を迫られていると思う。多少のあつれき

は正直にいってあったのだが，その具体策として，ご
く最近，刺激的で有能な人材をチームに迎える事にし

た。我と思い，レースに対応するそれなりの自負をお
持ちの方は，ぜひ連絡して欲しい。

なお，この問題提起のいい出しっぺは当方でもあり，
チームー新後の陣容には，こちらの席が無くなりそう

な気配である。今まであまりにも居心地が良すぎて，
ヌクヌクしていたのはこちらも同罪であり，最年長ク

ルーとしての責任は当然に感じている。

そこでお願い.／もしそうなったら，どこかの艇で

拾って下さい.／残念ながら一流といいきる自信は持
てないが，二流の上の部位のタクティシャン．ナビゲ

ーターはまだまだ努まるつもりです。

事務局に急がされて時間がなく，何を書いているの

か分らなくなったけれども，ともあれこれからのく光〉
はコワイお兄さんも乗り組んで，オーナーの目付きも

ギラギラと一変して，あれよあれよと走るのは間違い
ないようで……。

乞う.／御期待／

2位のく光〉
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チーム〈雲柱〉かく戦えり
中谷輝彦

チーム<雲柱>は昨年パンナムを戦ったあと，次の目

標をこのビッグボート・シリーズにおいて勝つべく計

画を進めた。我々は目標を絞ってそのためにはどうす

るべきか計画性を持たせることによって，より速く走

ることが出来ると考えている。

チームメンバーについて，チューニング，船の整備，

練習と具体的には小網代カップを終了してから動きだし
た。チームメンバーについては前回のパンナムのメン

バーを主体に，次回の我々の主要目標である'82パンナ

ムチームの母体となるべく集まった仲間で，仲間であ

り，永くチームの一員になることがチームワークの必

要条件であると思っている。構成は世界に通用するチ

ームを目標に，佐々木オーナー以下，スキッパーは中

谷，ヘルムス＆セーリングマスターに小松，セールト

リマー菊地，ボースンは関山，コックピットにソリン

グの日高，花岡のパワー，ナビゲーターに石川，バウ

デッキに安井，高城という強力な布陣である。

チューニングについてはパンナム以来変えていない。

走り込んだすえにやっと見つけたポイントで，ベスト

チューニングだと思っている。しかし軽風対策として

パワーアッ.プを計ることが必要であった。インナーバ

ラストを200kg下ろし，セールエリアを拡大する計画

で検討したが，他のライバル艇のレーテイングを考慮

してインナーバラストのみ下ろし，レーテイング30.1

ftで戦うことにした。整備はパンナム終了後回航，ト

ス島レース，フリート対抗レースとかなりの帆走距離

を走っているので，ランニングリギン，スタンディン

グリギンを中心に一新し，つまらない整備不良でリタ

イヤ－しては何もならないので徹底して行なった。

ビッグボートレースが近づくにつれて，他のレース

艇も練習に，整備に，熱が入ってきた。佐島沖のブイ

では5～6艇集まり，マーキング,ジャイビングの練習

を行ない，上りのスピードを競うなど，今までには見

られなかった光景で，いやがうえにも盛り上がり，こ

れを機会にレベルアップがはかられることは間違いな

いと思われた。新らしい活動が始まったような軽い興

奮を感じた。レースが近づき，関東の新艇く光〉，中

部の<VIND7>,関西の新艇<TOGO>も練習に加

わり，走りくらべをする。さすがにくビッグアップル〉

の走りは鋭いし,<VIND7>も調子を上げてきてい

る。〈光>,<TOGO>は新艇なので，内にパワーは秘

めているもののチューニングには残念ながら時間が足

りない。〈雲柱>は型どおりの練習にスタート練習をし
て万全な態制でレースにのぞんだ。

レース当日はそれまでの好天がうそみたいに，あい

にく雨模様で見通しが悪く，マークを見失って，オー

バーセールしないように神経をくばったが，やはりオ

ーバーセールしてしまう。第1レースは_上りのスピー

ドが素晴らしく着順3位，修正1位となった。第2レ

ースは最悪のコンディションで，各艇マークを見つけ

るのに苦労し，順位も入れ替わったが，ロスタイムも

最少限に，修正でく朝烏〉に10秒差で2位になり，次

のレースへ望みをつないだ。翌日3月15日はく雲柱〉

にとって運命の日であった。第3レース中止後，第4

レースのスタート海面は大西で吹き荒れていた。その

中で突然艇に異常を感じ，航行不能になってしまった。

強風，波浪，リショアーという条件の中でラダートラ

ブルを起こし，舵が艇体に対して真横に向いて固定さ

れてしまった。〈コテルテル>，〈はまゆう〉の必死の曳
航にもかかわらず，ライフラフトで退船，座礁という

まったく残念な結果となってしまった｡<雲柱>チームが

冷静で全員陸に上がれたのも，船がそばにいたこと，

陸で多くの方々が見守り救助活動を行なってくれたか

らだと大変感謝しております。我々も曳航，アンカー，

ライフラフトと一つ一つ落ちついて作業していたが，

自然の猛威の中で「こんなはずではない」ということ

ばかりで海の恐さをあらためて知りました。これから

は十分なアンカーラインとアンカーチエン，大きなシ

ャックル，各人に合ったライフジャケット，ハーネス

を装備し，ライフラフトは自分たちでふくらまし，確

認した上で使用したいと思っています。

幸いく雲柱〉の樹易も直る程度でおさまり，助かり

ました。〈雲柱〉は名艇だと思っています。プロトタイ

プのテストボートとは異なり，オーナーおよび我々乗

り方の意志を十分にくみとられた設計思想のもとに設

計され，良いクラフトマンシップをもって作られた船

で，我々はその計画に，建造に応えるべくチームを作

り，走り込んでいただけに，残念な事故でした。我々

はそういうふうに作り，乗ることで船と一体になるよ

う心がけています。ラダーはこれから調査しますが，

我々の意志が十分に汲み取られないまま作られたので

はないでしょうか。

我々は船を修復して再度来年のパンナムに挑戦しま

す。今までより安全面を追求し，より改良を加え，チ

ームワークはそのままにデビューする予定です。今ま

で密度濃<練習し，走り込んだデータを財産に，ワン

オフ艇のチューニングに，また，船の性格が若干変わ

って苦労するかもしれませんが，チームとしてベスト

をめざします。最後に今回の事故で，温かい救助活動

をしてくださった方々に厚く御礼を申し上げます。

(12)
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ビッグボートクラブ結成

シリーズ'81実行委員会 関山光二

関東水域で初めて開催された第3回ビッグボートシ

リーズが，何はともあれ終了しました。最悪ともいえ

る気象条件にたたられ，大会期間中1名の尊い命が失

われ，艇が一隻大破するという事故もあり，決して“成

功裡に”終了したとは言い難い結果となってしまいま

した。しかしながら事故を含めて今大会から得られた

貴重な経験は今後のビッグボートクラブの発展の上で，

大変に大きいものであったと確信しています。

今大会における最大の収穫は，大会運営上の重要な

項目についてほとんどすべてが実行委員会の合議の上

で決定され運営が行なわれたことです。この実行委員

会はビッグアップルのオーナーである松田氏を委員長

として，参加各艇のオーナーを中心に構成されていま

す。事故が起きた直後にも，すみやかに実行委員会を

招集し，以後のレース運営についての問題点を摘出し，

一つ一つ解決していくというやり方をとりました。そ

れが結果として，参加各艇のレースへの参画意識を高

めることになり，このことが誰からともなく言いだし

た‘‘ビッグボートクラブの発足”へとつながっていく

足がかりとなったわけです。

以下に，去る3月20日に行なわれたビッグボートオ

ーナー懇談会に於て，各オーナーから出された意見を

列記してみます。

●ビッグボートのオーナーはその艇の性格からして，

短期間で船を手離すことは少なく，それだけにたとえ

各オーナーが日本全国に散らばっていても，年に1回

か2回集まって楽しくレースを行ない，腕をみがきあ

うというのは素晴らしいことだと思う。是非このシリ

ーズをそういう意味で育てていきたい。また，社交的

な場としても，ある程度格式のあるクラブとしての性

格を維持したい。

●ビッグボートのオーナーは単に船を持っているとい

うだけでなく，トップ°レベルのレーシングクルーザー

のリーダーシップをとるべき立場にあるという自覚を

持ち，各オーナー自らがレースの運営を含めたすべて

の面における強大な権限と，履行すべき義務をあわせ

て持つべきである。

(14)

●基本的には良いレースをやりたいということにつき

る。良いレースとは国際レースに比しても恥じること

のないレース運営と，所詮は“遊び”であるという事

実の上にたった充実した内容である。そのためにはク

ラブのメンバー全員の合意により，強力なスタッフで

レース委員会を構成し，パーフェクトなレース運営を

行なうといった方法をとる必要がある。

●ビッグボートのトライアングルレースを中心とした

シリーズレースの運営は大変なことではあるが，その

積み重ねによってこそ参加艇のレベルの向上があり，

ひいては国際レースへのナショナルチーム派遣といっ

たことにつながっていくのだと思う。そして，そうな

った場合の各艇間の情報交換協力体制が今後不可欠

のものとなっていくであろう。

皆さん一人一人がそれぞれオーナーとして，また，

一人のヨットマンとして，独自の考え方をお持ちなの

は当然のことですが，そうした意見の中の最大公約数

は，この素晴らしいシリーズを是非続けていきたい，

それも非常にレベルの高い，国際的にも十分通用する

内容のレースとして育てて行きたいということと，お

互い腕を競い合うヨット仲間としてのハイクオリティ

ーなクラブを作り，情報交換の場として，意見交換の

場としてのクラブライフを楽しもうではないかという

ところだと思われます。

この文章が活字となって皆様の目に触れる頃には，

会の規約も決まり，一応クラブとしての体裁もととの

えられているはずです。今後クラブ発展の上で，現在

ビッグボートをお持ちの方，これからお持ちになろう

という方，一人でも多くの方々が入会され，組織を盛

りたてていくことが一番だと考えております。

なお，今後はビッグボートシリーズ'81の実行委員会

および事務局は発展的に解消し，ビッグボートクラブ

の組織として生まれ変わる予定です。組織の内容，ク

ラブの規約等決まり次第，この誌面に発表させていた

だきたいと思っております。最後に今大会にご協力い

ただいた関係各位にこの誌面をお借りして深くお礼申

し_上げます。

へ

へ
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東京ボートショウ
さる3月25日～29日の5日間にわたって，東京・晴

海で，第20回東京ボートショウが開かれた。ショウ全

体の印象は,'70年代のオイルショック以前に見られた

熱気と華やかさは影をひそめた感じで，ショウ前半の

ウィークデーは，一沫のさびしささえ感じられた。

しかし，後半のウイークエンドには，入場者の数も

増え，今年のシーズンの開幕をつげるにふさわしいに

ぎわいを見せた。

会場に展示されていた外洋ヨットをスナップしたも

のがこの写真だ。

へ
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微風の中でスピンのスタート

NORC1981年度 初島レース成績表 帆走委員長鵜飼恵
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先日DR星野から電話にて第3回シングルハンド太

平洋横断ヨットレースのアメリカからの参加者につい

ての記事を書いて下さい，との要請があり，簡単にこ

れまでの経過および紹介をしたいと思います。

まず私こと杉山洋子，旧姓武貞と申しまして，内海

支部は<MINERvAm>に所属しておりました｡通称｢ヒ

ロチャン」須磨ヨットハーバーでM5のオーナーでも

ありましたが，6年前太平洋をかける大恋愛(!?)の結

果，結婚してサンフランシスコに住むようになり，こ

ちらに来た最初の年に，第2回シングルハンド太平洋

横断ヨットレースがあり，その後もNORCとはきって

もきれない仲で，今回のレースには2年前秋田氏御夫

妻がこられてから準備を開始し，当地のレースコミッ

テイーとしていろいろお世話している子連れヨット気

違いとでも申しておきましょうか。

さて，昨年3月にこのレースについて，アメリカで

主だったヨット雑誌，新聞(Yachting,SAILは除く

-NORCから直接行っているといわれましたので）

に,PressReleaseを書いておくり，それらが実際

に記事となって出ましてから，ただちに反響がありま

して，有望なレース志望者から問い合わせが次々と出

てきました。

1)DouglasMcNaughton

2)HarveyBerger

3)AlanRutherford

4)PaulBochimkc

5)OliverPicquaert

6)JeffHartz

7)CarlSawer(EX,Wife;Helen)

8)GeneHaynes

9)DonKeenan

10LindaRettie

ll)DouglasBrownP.0..Box6343SanDiego
CA92106

その中で最後まで有望なのは，今現在，9)のDon

keenan氏と10のLindaRettieで，この二人共まだ，

Sponsorとの話し合いが決定的ではなく，希望的観

(18)

測，返事まちの状態です。この二人については後に詳

しく紹介するとして，それぞれのSailorから（そのほ

とんどが,Trans-PacHawaiiRaceの経験者でもあ

り）有名なというか活動的なSailorであるにもかか

わらずこのレースを断念しているのは，

1.Rating28の中に船をおさめられない

2.Sponsorなしでは費用がかかりすぎる

3．準備がたいそうだ

4．このレースに勝つ船をつくっても，他のレースに

は通用しない船になってしまう

5．CrewRaceを希望

6．Others(個人的な理由で）

とだいたい以上があげられます。それと一つ問題にな

ったのは，レース案内書にエントリーフォームが含ま

れていず，今年になるまでそれが作成されなかったこ

とで，ついついレースにエントリーする気を消滅させ

たのではないかと思います。

さて，花の紅一点にもなりそうなLindaWeber

Rettieさんを次に紹介します。1943年3月12日，カ

リフォルニアの太陽をあびてすぐすぐ大きくなった，

健康的で年齢よりは10歳以上も若く見えるハツラツと

した美人で，ちょっとチャビーなのが本入いわく，｢去

年のシングルハンドHawaiiRaceの時でもついた時

には15ポンド体重減ってしまったから，今度はおそら

<20～30ポンドは減っちゃうだろう，ふだんからスリ

ムな人はレース・フィニッシュした時の顔ってもうゲ

ッソーとやせちゃって，みられたもんじゃない。ちょ

うど私ぐらいレース前にはポッテリしてるのがいいの

よ」と現在，5フィート3インチ,150ポンドなのが

きっと日本にフィニッシュした頃にはスンナリとして，

いちばん格好いいかも｡StocktonCollege,University

ofNevada(Undergraduate/Graduateの両方）で教

育部門の博士号をとっている才媛で,Fremontにあ

る中学校で，特殊教育の先生を9年間やっている。太

陽と海が好きで，ヨットは1972年の7月4日アメリカ

の独立記念日から乗りはじめたといっています。

22フィートのスループでSailingをはじめてから，

へ

へ
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2年後にはIslandYachtClubで他の女性達を教え

はじめています｡72年から77年まで自分の船に乗るか

たわら，様々な種類と大きさのヨットで，レースはも

ちろんのこと冬もSanFranciscoBayで乗ってきた

し，レース・ゴミッテイーや，プロテスト・コミッテ

イーとしても役割を担うようになりました。

78年にはYamaha25Ⅱを，現在はYamaha33を持っ

ています。78年の夏にHawaiiまで他の人の艇でクル

ーとして乗っていったことが実際的なオーシャン経験

を与えてくれたことと，天文航法の初歩を学んだこと

などから，シングルハンドSailingに強くあこがれる

ようになったともいっています。

シングルハンドSailing歴は

1979年Farallon'sSinglehandedRace56マイル往復
"Drake's〃〃58マイル往復

1980年Farallon's〃〃56マイル往復

〃シングルハンドHawaiiに必要な航行歴のた

〃めの300マイル

"SinglehandedTranspactoHawaii

"2,196マイル

"HalfMoonBaySinglehandedOcean

Race50マイル往復

"VallejoSinglehandedRace25マイル

それと付記としてHawaiiレースからの帰り，他の二

(19）

人の人といっしょだけれど2,400マイル

現在,1981年のシングルハンドレースのため船をホー

ルアウト中，また,InternationalAmateurHam

Radio資格取得のため，毎週講義に出て目下試験にパ

スすべ<猛勉強中。ここまで書いてちょっと中断，こ

の間にLindaWeberRettieさん，サントリーがスポン

サーに公式につくようになり，めでたくレースに参加

できることが正式に決定，おおよろこびしています。

日本(神戸)へつきましたらヨロシクネ

さて，まだスポンサーがつくかどうか決定があと1

週間位かかるのですが,DonKeenan氏もこのBay

Areaではよく知られた（ことにSingle-Handerと

して)Yachtmanでありまして,2年ごとのHawaii

までのTrans-PacRaceには前回2回参加｡この度

スポンサーがつきますとSantaCrus27といって，

大西洋横断レースで優勝したSmithNorton氏の船

と同型でレースに出る予定です。氏とは直接会って詳

しい話を聞いてないものですので資料不足ですが，

SingleHandeSocietyのメンバーで,RaceCommittee

として（ことにWeatherReportの役)活躍されてい

ます。

あとレースのエントリ一〆切まで1ケ月あまりで，

新しい顔ぶれの参加を侍っています。

81シングルハンド太平洋横断ヨットレースに出場する

LindaWeber－Rettieさん
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黒船力 ツブ・オーブソヨットレース

吉田猛
下田市ヨット協会

（ペンタゴン3オーナー）

実施要項

●主催

下田市ヨット協会

●後援

静岡県静岡県々議会下田市下田市々議会下

田商工会議所下田市観光協会下田温泉旅館協同

組合日本外洋帆走協会

●開催日

昭和56年5月17日（日）

スタート：午前9時30分

タイムリミット：午後3時

●レースコース

下田湾一御子元島一かつを島（またはトヨ根）－下
田湾

●表彰式・パーティー

午後4時より下田温泉ホテル庭

●参加料

一艇につき10,000円（レース参加料・パーティー費

込）

●前夜祭

5月16日(土)午後5時より下田温泉ホテル庭
●アトラクション

・関東初の三尺玉花火の打上げ(前夜祭）

●チャーターヨットによる軍艦見物とヨットレース

観戦

●大会役員

く大会名誉会長〉

石原慎太郎（衆議院議員･NORC会長）

山本敬三郎（静岡県知事）

〈大会名誉副会長〉

杉山憲夫（静岡県々議会議長）

森竹治郎（静岡県々会議員）

大儀見薫(NORC副会長・関東支部長）

山崎達光(NORC理事）

〈大会々 長〉

青木義男（下田市長）

〈大会副会長〉

土屋来（下田市々議会副議長）

清水栄太郎(NORC専務理事）

塩川孝二(NORC理事・駿河湾支部長）
〈大会名誉顧問〉

アメリカ大使

(20）

萩原攝治（下田商工会議所会頭）

菊間平五（下田市観光協会々長）

土屋正（下田温泉旅館協同組合長）

渡辺修治(NORC理事）

〈大会実行委員長〉

伊藤秀利（下田フリートキャプテン）

●賞品

●総合優勝黒船カップオープンヨットレース杯，

下田市長杯

●総合準優勝下田商工会議所会頭杯

●総合3位下田市々議会議長杯

●クラス別l～3

優勝黒船ホテル杯／準優勝下田市体育協会

々長杯／3位下田市ヨット協会々長杯

●ファーストホーム賞アメリカ大使杯下田プリ

ンスホテル杯

☆副賞下田プリンスホテルー泊券（ペア）／下田

東急ホテルー泊券（ペア）／下田カントリークラ

ブ招待券／マリン用品・みかん・ひもの等いろい

ろ／メモリアルTシャツ（参加者全員）

拝啓，海のシーズンを迎えNORC会員各位ますま

すご清祥の事とおよろこび申し上げます。

さて，今般来る5月17日（日),下田市ヨット協会主

催による「第一回黒船カップオープンヨットレース」

が開催されることになりました。

日米修好条約・日露通好条約ゆかりの地下田は，日

本における外交史上に大きな役割りを果してまいりま

した。そして一昨年，アメリカのカーター前大統領の

タウンミーティングで再び，国内はもとより国際的に

脚光をあびましたことはすでにご存知のことと思いま

す。

本大会を開催するにあたり，地方自治団体である静

岡県と下田市が，そして地元下田市観光協会をはじめ

多くの関係諸団体が後援の意を表されたことは，我々

ヨットマンやこれからのセーリングスポットとして注

目されつつある下田の下田フリートにとって大変意義

のあることと思われます。

今年は下田市制10周年で盛大な祝賀行事が行なわれ

ますが，その祝賀行事に下田市ヨット協会が参加出来

ることは，日ごろ下田市にお世話になっている我々ヨ

ット協会々員にとって大変に光栄であり，本大会を通

へ

グー
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じ日ごろのご恩返しが出来るならば大いに幸せに思い

ます。

さて，レースの行なわれる下田港は，すばらしい景

色と広大で環境整備のゆきとどいた日本でも数少ない

港です。スタートはこの下田港湾内よりスタート，神

子元島．かつを島（またはトヨ根）をまわり再び下田

港湾内でフイニッシュというコースで行なわれます。

レース参加者のみならず一般観光客も，湾内でのエキ

サイテイングでスリリングな戦いの光景に魅了される

ことでしょう◎

ここでレースの行なわれる5月中旬頃の気象および

海象条件を想定して当日のレース状況を予想してみま

す。

このレースコースのラムラインを引いてみますと，

下田～神子元島間5．6マイル，神子元島～かつを島間

6.5マイル，かつを島～下田間7.8マイルの計20マイル

程になります。三角コースには格好の距離と，複雑な

潮流とが相まってヨットレースにはもってこいの面白

さを与えてくれます。

5月のこの時期に多い北東の風を想定し，神子元島

～かつを島回航のコース（帆走指示書では4つの指示

コースがありこの場合は④コース）を説明してみたい

と思います。

下田港をスタートし須佐利灯台を過ぎ，一路クオー

ターリーで南の沖に浮ぶ神子元島へ向います。本船航

路をつっきり，横根を右に見るころから潮の影響が出

始めます。水路誌によると上げ潮には西流が，下げ潮

には東流があり，干満2時間後に転流すると記されて

いますが，実際には私にもわかりません。潮の速さは

日によって，また，時刻によって違いますが神子元島

付近では時に4～5ノットもの流れになることがあり

回航出来なかったこともあります。回航の際あまり接

近しすぎますと北東側に水面下1m近くまで針のよう

に立ちあがったかくれ根があり要注意です。

神子元島を回航し西北西へ針路を向けますと伊豆の

南端石廊崎灯台が見え，そのすぐ沖に台形のかっを島

が見えます。潮の影響はこの間にもあり，東流の強い

時には石廊崎に向っているつもりがずっと北へ流され

てしまうことがあります。石廊崎からかつを島までは

西へ約l.2マイル，北東の風の場合はブランケットと

なり急に風が弱まりますが，かつを島周辺ではまたも

とにもどります。潮流の具合はかつを島の釣師のウキ

が何よりも良い目安となります。かつを島の南側は深

く，回航にかかりますと島の北側は約20m位にかけ，

2～3mの浅さの為か潮が湧きあがっています。そこ

から岸側の北東の暗岩の間は約350mあります。この

水路は遊覧船や時には200トン位の内航船も通ります

ので，思った程苦労はなく回航出来ると思います。

次にかつを島から下田へ長い上りにかかりますが，

3通りのコースがあるように思います。一つはずっと

沖出しして横根の東を通るコース。次は途中からトヨ

根，石取根の西側につっかけてサク根を通るコース，

3つ目は岸ベタのコースと分けられると思います。こ

の岸べタコースは一寸おすすめ出来ませんが海図をよ

く読み，手石港を過ぎたら田牛沖のかくれ根（波があ

れば白く波立ちますが）をみつけ，その岸側へ入らな

ければ良いと思います。サク根は一寸見つけにくい根

ですが，この周囲は5～10mの深さがあります。この

サク根と石取根間は時として強い東流があり，思わぬ

艇速を伸ばすこともあり面白いコースといえます。い

ずれにしろこのレースコースは，良い潮をつかんだ艇

が勝利を得ることが出来るのではないでしょうか。参

加艇のご健闘を祈ります。西風の場合は今まで書いて

来ました逆を考えて頂ければ良いと思います。

このレースに参加される多くのヨットマンそして一

般観光客・マスコミ関係者の方々が，観光都市下田の

歴史と文化とスポーツを今一度深く理解していただく

絶好の機会であると思います。

(21)

巨砲三尺玉花火
てんじょうぎんりゅうこぱなざきだぃりんにしきかむろこわりうきもようにだんざき

「天昇銀龍小花咲大輪錦冠小割浮模様二段咲」

今回の第一回黒船カップオープンヨットレース開催

にあたり前夜祭の一環行事の中に，三尺玉花火が下田

市ヨット協会より打ち上げられます。ひとくちに三尺

玉と申しましてもピンとこないと思います。直径が90

cm。かっての日本海軍が誇った巨大戦艦「大和」の主
砲は46cmですからそれの2倍近くの大きさであります。

この巨大な花火を明治24年以来，連綿と打ち上げ続
おじや

けている所があります。新潟県小千谷市片貝町であり

ます。初孫の誕生をこの三尺玉で祝ってもらうために，

また還暦祝いでも，金・銀婚式でも，親の何年忌でも，

あるいは先祖への大きな献花の意味でも，すべての慶

弔事をこの三尺玉に託して打ち上げられていると聞き

ます。我々もNORCのますますの繁栄，参加者の方

々の航海無事と安全，本大会の成功と今後の繁栄，そ

して地元下田市および静岡県のますますの繁栄等を願

い，打ち上げるものであります。

ところで，この玉の総重量は280kg・この中に直径

4anm,重さ569の星が900粒と，これを八方に吹きと

ばす割火薬が50kgとこれまたケタはずれの量が入って

います。一方これを打ち上げる筒のほうは，長さ3．7

mの鉄筒で鉄板の厚さは12mm,同じ厚さの輪金を数カ

所にまいたものです。打ち上げに必要な発射薬は黒色

小粒火薬15kgです。この三尺玉花火を打ち上げる費用

は百万円。わずか20秒程の時間ですので参加された方

々はどうぞお見逃しなくご覧下さい。打ち上げ予定時

刻は午後8時45分頃（5月16日）です。打ち上げられ

た玉は上空600mまであがり，直径600mの円を描い

て花を咲かせてくれます。どうぞご期待下さい。

最後になりましたが，去る3月7日NORC第25回

通常総会にて，関東支部下田フリートが承認されまし
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た。下田市ヨット協会所属の艇は30艇程でありますが，

ほとんどの艇はもっぱらクルージングをたのしむ艇で

あります。今回特別会員および会友艇あわせて30艇の

ほとんどが登録を致しましたが，各地で問題になって

います泊地問題等の現状をかんがみ，もはや個人でヨ

ットライフをたのしむ時期ではな<,NORCに入会

しNORCの組織の拡大と充実に協力し，その上で我

々個人の今まで以上の豊かなヨットライフを楽しむべ

きであると判断したからであります。このことはもは

一一二 NORC協会ニュース

に一一

|’

第78回理事

（社)日本外洋帆走協会第78回理事会が次のとおり開

催されましたのでお知らせします。

1．日時昭和56年3月7日1230

2．場所港区虎ノ門1-15-16

船舶振興ビル10階会議室

3．出席者28名

く出席理事〉秋田博正大儀見蕪清水栄太

郎嶋田武夫小林和太郎石

井正行岩田禎夫篠原要周

東英卿武市俊烏山睦郎平

松栄一岩田行史渡辺修治

塩川孝二都築勝利大矢隆

秋山福夫三井祥功貴伝名一

良松木哲石原慎太郎（以

上22名）

〈委任状提出者〉山崎達光加藤武加藤蔵男

野本謙作大原敦横山晃

（以上6名）

〈監事>飯島元次平野喜美夫（以上

2名）

4．議事概要

委任状を含めた出席理事は28名で，第78回理事会は

成立する旨事務局より報告があり，石原会長が国会開

(22）

やクルーザーヨットを持つオーナーとしての義務であ

り，さけて通れない時期にあると思われます｡｢NOR

C=レース」も大変に結構でありますし,｢NORC=

豊かなヨットライフ」であれば尚結構であると思いま

す。今後共生まれたばかりの下田フリートをよろしく

御指導．ご協力いただきます様お願い致します。

下田市ヨット協会吉田猛

（ペンタゴン3オーナー）

会中のため秋田博正副会長が議長となり，議事録署名

人に周東英卿，武市俊の両理事を指名し，清水專務理

事が説明者となり議事が進められた。

5．誰事

く第1号議案〉昭和55年度事業並びに収支決算報告

の件

資料に基づき，小林常務理事から昭和55年度に実施

した事業に関して船舶振興会からの補助金による事業

および会費等による事業について報告が行なわれ，続

いて,,g111財務担当理事から昭和55年度収支決算を本

部，関東支部のみの収支決算との絡みで報告が行なわ

れ,55年度は380万円が翌年に赤字で繰り越される旨の

説明がなされた。続いて，平野監事より昭和55年度の

証票及び決算耆等を監査し，合法かつ適正であった旨

の報告が行なわれた。次いで，秋田議長が昭和55年度

事業並びに収支決算報告の了承を求めたところ，全員

異議なく承認された。

〈第2号議案〉昭和56年度事業計画並びに収支予算

の件

資料に基づき，小林常務理事から，昭和56年度事業

計画につき，船舶振興会からの補助金による事業およ

びその他会費等により行なわれる事業並びに神戸ポー

トアイランド博覧会記念シングルハンド太平洋横断レ

ース，会友艇登録の特別事業について説明が行なわれ，

続いて烏山財務担当理事から予算計画の説明が行なわ

れ，繰り越し分を除き当期はほぼ収支均衡している旨

の説明が行なわれた。また清水專務理事から，船舶振

興会からの補助金は今年度は，確実，効果的に実施可

能なものを対象として総額1,460万円を要求し,1,160

万円の補助金が交付される見通しである旨の説明があ

った。

秋田議長より，56年度予算計画の説明は理解された

と思いますので，続いて値_上げ問題の審議に入る旨の

発言があった。

へ

へ
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〈第3号議案〉会費，および会友艇登録料，会友費

の値上げについて

清水専務理事より資料に基づき，値_上げ案の説明が

行なわれた。これに対し，今後の財政の見通しに関す

る質問があり，清水専務理事および大儀見副会長より，

健全財政を目途として厳しい事情の下に昭和56年度予

算を計画したところであり，将来の展望については，

今後早急に抜本的な検討を加え，皆様の知恵をかりな

がら対処していく予定としているとの説明がなされた。

また，このほか全国的に会員および会友に対する積極

的なアプローチにより，これが増強に努め会勢の向上

を計るほか,借入金を極力少なくする等万般の努力が必

要である旨の発言があった。

秋田議長より，今後の諸施策については総務，財務

委員会をはじめ各委員会で検討していただくこととし

て，とりあえず昭和56年度の収支予算計画及び値上げ

案について異議をただしたところ，全員異議なく承認

された。

〈第4号議案〉昭和55年度除名予定対象者について

清水專務理事から，資料に基づき除名予定対象者お

よび爾後の会費納入による除名取消し会員の説明がな

され，秋田議長より意見を求めたところ，今後，会員

に対する「アプローチ」を積極的に行なうことを前提

として了承された。

〈第5号議案〉その他

1．会友ならびに会友艇船艇登録規程の一部改正

について

小林常務理事より，資料に基づき，第77回理事会

において,NORCレース規則の一部が改正された

ことに伴い，上記規則についても，同様にセイルに

表示する登録番号の最小の大きさを改正することと

したい旨の報告がなされ，了承された。

2．会友ならびに会友艇船艇登録規程の運用につい

て

小林常務理事から，資料に基づき，会友から特別

会員へ登録替えの場合，会友力澄録艇を手離した場

合，また会友が所有艇を代替した場合の事務処理要

領について説明があり，了承された。

3．新入会員の承認について

小林常務理事から第77回理事会で承認を得た昭和

55年11月21日以後の新入会員は関正顕氏以下31名で

ある旨報告され，異議なく承認された。

4．事務局職員の移動についての報告

清水専務理事より，稲冨事務局長が一身_上の都合

で退職され，後任は歌田氏を事務局長心得として事

務局長の事務を遂行してもらうこととなったこと，

また計測関係の事務要員を採用すべ<選考中である

旨の報告がなされた。

5．会費の自動振込み制度採用に関する調査結果に

ついて

清水專務理事より，懸案となっていた会費の自動

(23）

振込み制度に関し所要経費の高くつく点および徴収

に強制力を持たすことに対する法制上の疑義がある

点等メリットが少なく，なお研究の余地がある。

旨の報告があった。

6．「レース委員会の手引」第3章Ⅳ条1項但し書

について

周東理事から，資料に基づき，レースの実施に関

し，前回の理事会に提出された「レース委員会の手

引」案第3章Ⅳ条レース委員会の権限と任務第1項

の但し書きについて，理事会の承認を得たい旨の発

言があり，同但し害きの内容の是非並びに記載する

ことの可否について審議した結果，正式に原案通り

承認された。

7.1/8トンのレース出艇の可否について

大儀見副会長より,1/8トンの今年度レースに

出艇出来なくなったことに対する陳情文書が配布さ

れ，審議の結果，今後レースおよび安全委員会で検

討することとなった。

8．下田フリートの発足について

大儀見関東支部長より，下田に会員艇3艇，会友

艇20艇があり，なお増加傾向にあるが，この規模で

正式な関東支部フリートとして発足したいとの申し

入れがあったが，これに対し支部総会では，これを

迎える手はずとなっている旨の照介があった。

1440秋田議長より閉会の宣言が行なわれた。

第2回全国代議員会が開催さる

社団法人日本外洋帆走協会では第2回全国代議員会

が，下記のとおり開催されました。

1.日時昭和56年3月7日（土)1430

2．場所船舶振興ビル10階会議室

3．出席議員（順序不同・敬称略）

兵藤茂，吉田節美大倉治雄，高坂武

雄，二村昭治，薗信雄，荒井敬一郎，

松本太一，吉津弘一，金井準一，草間

信二，山田邦彦，矢吹秀邦，清田博，

古川保夫，中西幸彦，藤田弘治，横沢

真則，篠原要，熊沢光政，大河原孫一，

鈴木雄彦，亀井澄夫，大儀見薫，平野

喜美夫計25名

委任状提出者

領川三郎，平田克己，殿井志，並木茂

士，上羽正男，寺田順，田中義夫，薬

師寺千代美，保井明博，藤井茂，榊原

嘉男，松田榮夫，原紀道，大原敦，岡

田祥久，早川伴徳，西田兼義北村勝

彦，白崎謙太郎，南良治，竹内聡一，

田中龍雄，田中昭愛，藤井勇造，有田

一郎，芦田照夫，梅原功吉，真田恒男，
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土肥丈志，延滋男，岩井貞男，大頼千

秋，重森忠誠，中馬勇，坂田修一，高

村孝，野沢進司，鈴木幹夫，阿部嶺男，

森重新治，山本弘，加藤武，今井正徳，

山本房生，岩井良治，諏訪禎男，川島

正通，紫田邦敏，杉本智昭，近藤禎之，

計50名総合計75名

4．議事概要

石原会長が議長となり，第2回代議員会を開催する

旨の発言に続いて定足数の確認が行なわれ，事務局小

林常務理事より，委任状を含めた出席者数が75名で，

代議員数98名の％を超える旨報告がなされた。更に議

事録署名に清田博，古川保夫両代議員を指名し，清水

專務理事が説明者となり議事が進められた。

5．議事

第一号議案：昭和55年度事業報告並びに収支決算報告

配布した第2回代議会資料により昭和55年度実施し

た事業に関し，小林常務理事より，船舶振興会からの

補助金による事業，および補助金事業以外の事業の順

に報告が行なわれ，続いて烏山財務担当理事から，昭

和55年度の支部を含めた全体の収支計算および本部，

関東支部のみの収支計算の順に決算報告が行なわれた。

その後，平野監事より，1月28日，飯島，平野両監

事により，昭和55年度の証票および決算害等を監査し

た結果，適正かつ公正に処理されている旨報告があり，

議長が異議を糺した結果，全員異議なく可決された。

第二号議案：昭和56年度事業計画並びに収支予算

配布した第2回代議員会資料により，昭和56年度事

業計画に関し，小林常務理事より，船舶振興会からの

補助金による事業および，補助金事業以外の事業の順

に説明が行なわれ，続いて烏山財務委員長により，厳

しい財政事情の下における予算編成作業の経緯および

昭和56年度予算計画について説明が行なわれた。特に

本年度は，既に数次に渡り理事会で審議していただい

たとおり，諸手数料の値_上げは勿論，会費，会友費の

値上げをお願いした_上での計画である旨の説明がなさ

れたほか，船舶振興会からの事業補助金も，今年度は

確実，効果的に実行可能な事業について，補助金を仰

ぐこととして，総額14882千円を要求している旨の説

明が行なわれた。

第三号議案：会員，および会友艇登録料，会友費の値

上げについて，

清水專務理事より，今年度予算編成作業に当たって

は，極めて厳しい財政事情より，従来通りの方針では

予算編成は困難であり，既に数次の理事会の議を経て，

支出を極力圧縮し，諸手数料はもとより，資料のとお

り会費および会友費等を値上げして，本56年度予算案

を作成した次第で，事業補助金を中心に極力健全財政

を目途としたほか，予算の執行に当たっても同様の配

慮の下に行なうこととしており，また，将来の財政健

全化についても，今後更に検討を進めることとしてい

(24）

る｡以上の事情より値上げ案についても是非承認を願

いますとの説明がなされた。これに対して会費，会友

の増強等会勢拡大の方向で善処する必要がある旨の発

言があり，続いて議長より，会費等の値上げを含む，

昭和56年度予算，事業補助金，および事業計画につい

て異議を糺したところ，全員異議なく可決された。

第四号議案：昭和55年度除名予定対象者について

清水專務理事より，配布資料にもとづき，2月3日

現在の除名予定対象者，および3月6日現在の復活者

について報告が行なわれ，極結419名の除名者となっ

ており，今後とも復活者を期待しておる旨の発言の後，

議長が異議を糺したところ異議なく了承された。

第五号議案：選挙管理委員の議決について

清水専務理事より，配布資料により各支部から推薦

された，選挙管理委員長，および委員の候補者の紹介

があり，議長より異議を糺したところ，全員異議なく

早急に会長による任命手続きをとることとなった。

続いて1600,議長より，本日の議案はとどこおりな

く議了したので代議員会を終了する旨，宣言がなされ

た。

泊地対策委員会からのお知らせ
係留艇の募集について

下田ボートサービス株式会社では今度(社)日本外洋帆

走協会関東支部下田フリートの結成に伴い，バースの

増設を計画しており下田フリートの加入艇または加

入を希望される艇（含会友艇）で，同ボートサービス

に係留を希望される方を募集しております。

㈱下田ボートサービスハーハーマスター富岡伝

〒415静岡県下田市2－6－3

電話(05582)2-5511

お知らせ.／

会費および会友費，会友艇登録料の値上げ
について

（社)日本外洋帆走協会では昭和51年の総会で現行料

金が決定されてより，諸物価等の高騰にもかかわらず

そのまま据置かれてまいりましたが，会誌「オフショ

ア」一つ取りましても送料を含め年間2940円を必要と

するところより，今回の第2回代議員会で本年1月1

日から会費等の諸料金が次のとおり値_上げされること

になりました。事情ご賢察の上，皆様のご協力をお願

いする次第です。

なお，既に旧料金でお払い込み下さった方は大変お

手数をかけ恐縮ですが，早い機会に差額をお払い込み

下さるようお願い申し上げます。

ダニ

へ
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1．会費（単位：円）

旧料金改訂料金差額

特別会員18,00020,0002,000

正会員6,0007,0001,000

準会員2,0003,0001,000

2．会友費および会友艇登録料（単位：円）

旧料金改訂料金差額

登録料10,00013,0003,000

会友費5,0007,0002,000

3．なお，その他の各種料金については昭和55年12月

6日の第77回理事会において改訂され，昭和56年1

月1日から実施されておりますので参考までにお知

らせ致します｡(オフショア1月号・No.69参照）

規定第8条

船艇登録料は1艇につき13,000円とする。

2．会友費は有効期限を3年とし，7，000円とする。

3．会友費はNORC発行の月刊誌オフショアの購読

料ならびにその他の経費に当てる。

NORC会友艇がセールに表示する番号の

大きさが変わりました。

（社)日本外洋帆走協会ではNORCレース規則の改正
に伴い会友艇がセールに表示する登録番号の最小の大

きさを次のとおり変更することになりました。(第78回

理事会決議）

1.艇の全長12m以上の艇

会友から特別会員への登録替え等の場合に

おける取り扱い要領
｜

へ

2．艇の全長8m以上12m未満の艇
本年4月で会友制度が発足して3年目を迎え，会友

から特別会員へと登録替えをされる方も次第に増加の

傾向にあるため，（社)日本外洋帆走協会では第78回理

事会でこれらの取り扱いを次のとおり定めました。

1.会友から特別会員（正会員）へ登録替えの場合

会友としての有資格期間中（入会から3年以内）に

特別会員（正会員）へ登録替えをする場合は，奨励金

として入会金の半額を免除するものとする。

2．登録艇を手離して会友艇でなくなった場合

登録艇を手離した時点で会友としての資格を失った

ものと見なす。

即ち残余の期間があっても，登録料の払い戻しは勿

論，同時点から会誌の送付を停止するものとし，引き

続き会誌の購読を希望する場合は新規購読者としての

手続きをする。

3．会友（オーナー）が自己の所有する登録艇を代替

した場合

外洋帆走艇登録申込書（様式第8号）およびその艇

の要目標(様式第9号)を提出して，船艇登録料13,000

円の会友費の半額3,500円を支払って同日付で新規加

入者となる。

参考：

規定第1条

（社)日本外洋帆走協会（以下「NORC」と言う）
の会員以外のものがその船艇をNORCに登録する

ときは，この規定による。

2.NORCの会員ではないが会の趣旨に賛同し,N

ORCに船艇登録した艇のオーナーを会友という。

規定第3条

NORCに船艇の登録をしようとするものは，外

洋帆走艇登録申込吉（様式第8号）およびその艇の

要目標（様式第9号）に所要事項を記入し，登録料

を添えて会長に提出し，固有の登録番号記載の登録

証明書（様式第4号)の交付を受けるものとする。

3．艇の全長8m未満の艇

第25回関東支部総会が開催さる
（社)日本外洋帆走協会関東支部では，次のとおり第

25回関東外洋帆走が開催されました。

1．日時昭和56年3月7日（土）1600

2．場所船舶振興ビル10階会議室

3．出席者864名（出席者40名，委任状824名）

関東支部総数1708名×％

4．議事概要

事務局より，委任状を含めて出席者は864名で，総

会は成立する旨の報告があり，大儀見支部長が議長と

なり，議事録著名人に武市俊，篠原要の両理事を指名

した。続いて大儀見支部長より，関東支部のNORC

における人的，財政，資金面の役割の大きさについて

説明があり，また，将来の支部のあり方として，本部

財政の建て直しをみたり，本部，支部の切り離しによ

る支部の活性化を計って行きたいとの説明があった。

5．議事

第一号議案：昭和55年度関東支部基金の決算報告

配布資料に基づき，大儀見支部長より昭和55年度収

支計算書の報告が行なわれ，例年と異なる支出として，

第7回大島・初島レースのトマホークの事故に関連し

て，対策本部への見舞金およびその他の諸経費として，

647,005円が支出された旨報告があり，全員異議なく

了承された。

第二号議案：選挙管理委員の選出について

大儀見支部長より関東支部としては，委員長に名和

へ
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幸夫，委員に名当英臣，亀井澄夫を押したい旨発言が

あり，全員異議なく了承された。

第三号議案：その他

大儀見支部長より，次の報告が行なわれた。

1．関東支部基金

規約（案）および関東支部運営規則について，本部

代議員制度の発足に伴い，現行両規則が実状に合わな

くなっているので，今後の関東支部の活性化をも併せ

考えたら，今後如何に改定してゆくか,一応問題を提

起して，早い時機に具体的作業を開始したいと考えて

いる。

2．トマホーク事故に鑑みて，支部基金の運用の一つ

の方法として，レース委員に対する保険および事故の

保償，或いは民事刑事より来る賠償責任による保険

につき研究中である。

3．下田から関東支部として新たにフリートを発足さ

せたい旨の依頼文が入っている（正会員3艇．会友艇

20艇がいる）。皆様の賛成を是非いただきたい旨の発

言に対し，全員異議なく了承された。なお，5月17日

黒船カップ・オープン・ヨットレースが計画されてい

る。

4．渡辺理事から，通信機に短波を取り入れる話があ

るが，日本の場合とかく通信関係規制に振り回わされ

るようになり勝ちなので，十分配慮してほしいとの発

言があった。

議長は1630,すべての議案は議了した旨発言して総

会を終了した。

関東支部打合わせ会が開催さる

日時

昭和56年3月25日1845

場所

船舶振興会10階AB会議室

出席者

く関東支部長〉大儀見薫

く各フリートキャプテン〉佐島大河原孫一，葉山

矢吹秀邦，江の島亀井澄夫，小網代横沢真則，諸

磯川久保史郎

く各安全委員〉葉山村田和弥，油壺高井理，小
網代藤原浩郎

く各泊地対策委員（上記と重復）〉江の島亀井澄夫，

葉山矢吹秀邦，佐島大河原孫一，小網代横沢真

則，諸磯川久保史郎，油壺清水栄太郎

識題

(1)事故に伴う安全対策の検討

(2)支部運営のあり方について－関東支部運営規則

の改正および関東支部基金規約(案)の改正を含む

(3)今後の泊地対策について

議事内容

定刻1830になるも出席者が余りにも少ないため1845

より大儀見支部長の司会で議事が進められたが，出席

者の総意により，本日は支部長より各議題に対する考

え方，或いは問題点等を提示するに止め，各々持ち帰

り次の機会に審議することとなった。

(1)事故に伴う安全対策の検討

去る3月12日のビッグボート・シリーズ第4レースは

中止となったが，その間帰港中のくエクスプローラー〉

が横波を受けた際に2名の落水者があり，内1名が死

亡すると言う事故があった。また，これとは別にl艇

がラダートラブルにより航行不能となり，圧流され，

岸近い岸礁に乗り上げ，船体が大破して10名中7名は

自艇の救命ボートで，また，残る3名は他艇により渡

された別の救命ボートで脱出するという事故が発生し

ている｡昨年の大島･初島レースの教訓が生かされない

まま再び事故が発生したのは残念であり，各フリー卜

毎に前向きに安全対策を検討願うのは勿論だが，艇長

自身も安全対策を実施するような具体的な施策を検討

する必要がある。また，トランシーバーの活用，事故

内容の一般への報告等も積極的に進めて行く必要があ

る旨の発言があった。

(2)支部運営のあり方について

関東支部運営規定は前回の改定以来既にl1年が経過

しており，この間に本部定款も改訂されてますます現

状にそぐわないものとなってきている。

また，関東支部基金規約(案)についても運営規定程

にはないが，多少現状にそぐわない面が出て来ている

ので，この際関東支部運営のあり方等をも考慮しなが

ら両規定を改訂することと致したい。

このため改訂のための委員会を発足させ，改訂作業

を進めることと致したいとの説明がなされた。

(3)関東支部基金の使途について

関東支部基金は現在年間利息だけでも約200万円が

あるところより，これが使途について従来より話しの

あった，①レース委員会の事故に対する損害賠償のた

めの保険②レース参加者および遺族への墹賞のため

の保険，に関し，一関東支部のみの問題ではないかも

知れないが，支部の讃同を得て今後検討の上，具体案

を本部総務委員会にかけて結論を出すこととしたい。

(4)泊地対策のあり方について

泊地の問題は神奈川県と外洋帆走協会との基本的な

考え方の相違，或いは料金決定の基盤に関する考えの

相違等問題点が多く，今後実質的な活動に関する方法

を見出したい。

以上の各問題点に関し，今後改めて関係者或いは関

係機関に計ることとなった。

なお，参加者の中より「前回の会議で討議された事

項が具体的に何ら進まないで同じことの繰り返しでは

ないか」との苦情が表明されたが，現在の事務局の態

勢で関東支部の懸案事項を具体的にフォローするには

予算面，人的両面で不充分であるが，今後できるだけ

運営面での改善を計りたいとの意向表明があった。

(26）

へ
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2834SAKURAYAMAHA36U山口県室津港

10.95×8.86×3.60/艇名の由来：桜の花の様に大海

原に堆蝿な姿を写したい。／抱負：アリランレース，
近海クルージングなと．おおいにヨットライフを楽しみ

たい｡/クルー：今里勇夫ヨット歴8年，シハタタ
イスケ，イトウその他募集中。

2837キヤプテイーヌソレユルボン福|r1il丁小戸
8.()0×6.20×2.78×1.50松雪州/NORCへの湧望

：レジャー船専用免許のIII期解決，シングルレース，

ファミリー的なレースのあらんことを。

2845TOMERIKAVTAKAI30名鉄西浦マリー

ナ8.197×7.10×3.20×1.855すぎうらよしとし，
やまざきよしのぶ，さかもとせいしよう，すぎたゆう

じ（共1irl)/艇名の由来：艇名の由来というほどの事

はないのですが…最初のオーナーがスナックへ行った

ll＃の店の名111です。きっとよほどいい女性がいたので

しょう。しかしエリカという名も名古屋の『I作ヨット

で名Ⅲiiが,ﾉﾋれすき’ましたので私の良男の一宇をとって
トモエリカとしました。／抱負：まずは本年度の中部

地区のレースをすべて|位で，という心がまえで全員

ガンバリたいと思います。それから夏期にはすべての

クルーがファミリー共々最高のヨットライフが楽しめ

るようにしたいと考えています。／クルー：名古屋上

地木成セールハンサムボーイ坂本，マキタ電気勤務し

んせつやさん山崎，ナショナルクレジット勤務ヨット
狂杉旧。

2800SAK|Ⅲロンホランド％木場10.27

×8.07×3.28×3．88多胡康敬／艇名の由来：我家の

大蔵大臣である母佐喜子の名よりとった。／抱負：安

全を第一に，レース，クルージング等のマリンスポー

ツをエンジョイしたい。レース＝勝利。

2840カザ7タカイニシノミヤフカミユウジ／

艇名の由来：カザとは追求という意味でセーリングの

技術を今後ますます追求したいのでつけました。また

7は生年月日がすべて7という字がつくため。／抱負

：所属している西ノ宮マリーナの仲間は高い技術の人

たちばかりなので，いろいろ教えを乞い，私自身も勉

強したいと思います。

2865NERO－mヤマハ26C琶琵湖名鉄マリー

ナ7.98×6.40×2.80×1.55黒田正名

2846アカデミーⅥPlON30走水港9.025X

7.145×2.838×1.718防衛大学校（代表池内正幸）

／艇名の由来：防大の学生から公募し，採用されたも

ので，防大の英名NATIONALDEFENCE,

ACADEMYのACADEMYをとったもので，こ

の新艇で6艇目になるため。／抱負：学生による運用

の為，おのずと出場可能なレース等限られてきますが，

できるだけ機会をとらえて積極的にレースへ出場し，

学生ヨットのあるべき姿をお見せできるよう頑張りた

いと思います。／クルー：防衛大学校校友会ヨット部

学生及びOB。

OFFSHORE第73号昭和56年5月15日発行
毎Hllull511発行

昭和52年7il2111"_晶種郵便物認可
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〉一級耶型船舶講習会名
NORC会員には講習料、日程等を考慮しております。

合ｷ各率の高い、短時閏で低価ｷ各の当教習所を御禾|｣用下さい。

級 習

,i､絲lll

学科2日
費用NO

間､実技2日間非常に内容の充実した講習会です）
RC会員は62,000円～90,000円

※近畿圏タトの会曇には牛寺別ｲ更宜を言十っております。

※近畿圏の方は3名以上のグループ割弓|制度あり。

近畿小型船舶教習所まで〒656階中柵‘端：
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